
「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案等を

活用した研修の枠組みを作成する際の方向性について（案） 

 

１．地域日本語教育指導者 

＜研修の目的＞ 

・ 日本語教育プログラムをカリキュラム案等を活用して実施する際に地域日本語指導

者に必要な能力を身に付ける。 

 

＜研修の内容例＞ 

・ 日本語指導力ポートフォリオの活用方法について 

・ カリキュラム案等の活用方法（特に教室活動の方法，教材作成の方法）について 

 

 

２．地域日本語教育コーディネーター 

＜研修の目的＞ 

・ 日本語教育プログラムをカリキュラム案等を活用して実施する際に地域日本語教育

コーディネーターに必要な能力を身に付ける。 

 

＜研修の内容例＞ 

・ 日本語指導力ポートフォリオの活用方法について 

・ ＰＬＡＮ（企画）－ＤＯ（実施）－ＣＨＥＣＫ（点検）－ＡＣＴＩＯＮ（改善）の

サイクルの観点から見た教室活動全体の課題の把握と改善の方法について 

 

 

※１ 研修の内容例として，何が考えられるか。 

※２ 今後，研修モデルの例を「地域日本語教育指導者（初心者，経験者）」，「地域日本語

教育コーディネーター」の３例程度作成してはどうか。 
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